
小倉魚町サンロード商店街の背景

小倉魚町サンロード商店街におけるリノベーションまちづくり事業

小倉魚町サンロード商店街はJR小倉駅南口から
南へ旦過市場へ向かって徒歩10分程度の場所
にある。アーケード建造後、魚町サンロードアーケー
ドは商店組合費が低額であったため、建築以来
一度も改修工事等される事も無かったため屋根
材は汚れ、看板は錆び、いつ落下してもおかしくな
い状況。また商店内は暗い状況、空き店舗は10
店舗を超えていた。
2013年8月アーケード撤去計画が議論される中、
アーケード撤去後の地域管理運営に関し、学識
経験者含め地域住民との検討が始まり、リノベー
ションまちづくりが始まった。

アーケード撤去前
魚町サンロード商店街の事業を目的とするまちづく
り会社「㈱鳥町ストリートアライアンス」の設立により
「歩いて楽しい公園のような通り」をテーマにエリアマ
ネジメント・ファシリティマネジメント事業の展開へ

アーケード撤去後（現在）

サンロードアーケード
撤去前

エリア内の
エリアマネジメント事業
（空地の活用による

事業展開）

夕方のエリア内夜市
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現在までの流れ

小倉魚町サンロード商店街エリアマネジメント・ファシリティマネジメントの概要

1.アーケードの撤去
①アーケードの撤去費用が調達出来ない
②アーケードを取ったら商店街が（ただの道路）
アーケード撤去前から地域のその後の管理運営
に関し、学識経験者含め地域住民と検討

「特区制度を活用した道路
での賑わいづくり」
幼稚園保育園児の七夕

1. 「道路」と「公園」を重ねる（PPP）
「道路」と区分されている土地に「公園」という区
分を重ねる

2. 商店街の有志が集まり、㈱鳥町ストリートアライ
アンスの設立により、エリアマネジメントによる地域
の活性化

3. 民間が稼いでインフラを維持する仕組みをつくる
 敷地空間を活用してコンテナ店舗の事業
 通りは稼げるインフラへ
 ㈱鳥町ストリートアライアンスの売上の一部を

アーケード撤去費の返済に回し
「稼ぐインフラへ生まれ変わった」

4. 国家戦略特区の認定を受ける
2016年5月小倉魚町サンロードは、夜市をエリ
アマネジメント事業として、オープンカフェ事業、ま
た夜市だけで無く、野菜などの販売する朝市を
行っている。

5. エリアマネジメント活動
小倉魚町サンロード通りを活用し、多彩な人々
等により賑わい、地域の管理運営を行っている。

「北九州市
ドーロサポータ事業」による
鳥町町内住民による
清掃活動
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解決方法



小倉魚町サンロード商店街の担う役割と可能性

小倉魚町サンロード商店街を核にしたエリアマネジメントとファシリティマネジメント

無理な投資をしない

豊かな美しい街並みの
維持

安心・安全な街暮らし

地域全体の連携

複数の活動をすることで
相乗効果を発揮し、
その際に、様々な手法が適用
され多くの関係性が生まれる

推進する取組みがエリアマネ
ジメントのさらなる発展へ

エリアマネジメントから
ファシリティマネジメントへ

さらなるまちづくりへ

長期にわたって
街の魅力を発展させる手法

エリアマネジメント
長期にわたって施設、地域を

経営資源として有効に使っていく手法

ファシリティマネジメント

魚町サンロード街

地域エリアへ発展

街のつながりを強固する

街のコンセプト作り

良好な景観形成

ソフトから街へ呼込む仕組み

PPPによる自由度の高い運用

稼働率の高い運用

既存公共・民間サービスとの連動

地域住民による活動

街の
基本構想
ガイドライン

地域活動の
拠点

地域
リノベーション
教育

周辺を含めた
開発の代理人店舗等

団体誘致

行政との
維持管理協定
の締結

ｴﾝﾀｰﾃｲﾝﾒﾝﾄの
高い施設へ
改修

周辺と統合した
防災

保全計画

他施設との
包括管理

空いた空地
施設の活用

地域災害
対策

地域住民によるまちづくりの拠点・新しい機能、ファシリティマネジメントへ
業務流れ（PDCAサイクル）

住民による
事業
計画

住民参加
による設計 建設 住民による

運用
住民を含め
た運用評価

住民による
運用改善

住民参加
による

計画的な投資

財務を圧迫しない維持管理
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